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第6章  新たな飛躍への挑戦  2007 〜 2016年

第
6
章

新
た
な
飛
躍
へ
の
挑
戦  

2
0
0
7
〜
2
0
1
6
年

◉
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
と「
全
社
総
合
対
策
」の
立
ち
上
げ（
２
０
０
７・２
０
０
８
年
）

米
国
の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊
を
き
っ
か
け
と
し
た
金
融
市
場
の
混
乱
に
よ
り
、
２
０
０
８（
平
成
20
）

年
９
月
15
日
、
米
国
大
手
投
資
銀
行
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
、
世
界
に
大
き
な
衝
撃

が
走
っ
た
。
こ
の
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
信
用
収
縮
と
景
気
悪
化
の
負
の
連
鎖
が
起
こ
り
、

世
界
経
済
は
同
時
不
況
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
や
景
気
刺
激
策
な
ど
各

国
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、
世
界
経
済
は
09
年
春
頃
を
底
に
回
復
へ
向
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
輸
出

の
減
少
に
在
庫
調
整
と
設
備
投
資
の
減
少
の
影
響
が
加
わ
り
、
危
機
の
震
源
地
で
あ
る
米
国
よ
り
も

景
気
の
落
ち
込
み
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
後
、
政
府
に
よ
る
エ
コ
カ
ー
補
助
金
・
減
税
、
家
電
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
の
景
気
刺
激
策
や
海
外
経
済
の
回
復
を
背
景
に
、
日
本
の
景
気
も
09
年
春
頃
か

ら
持
ち
直
し
傾
向
を
示
し
た
。

東
レ
グ
ル
ー
プ
は
06
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
Ｉ
Ｔ–
２
０
１
０
（
前
章
に
記
述
）
の
下
で
、
事
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業
拡
大
・
収
益
拡
大
を
推
進
し
た
結
果
、
07
年
度
の
連
結
業
績
は
、
売
上
高
１
兆
６
４
９
７
億
円
、

営
業
利
益
１
０
３
４
億
円
と
、
売
上
高
は
５
年
連
続
、
営
業
利
益
は
４
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。
08
年
度
に
な
る
と
、
世
界
経
済
は
、
前
半
は
緩
や
か
な
減
速
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
先
行

き
さ
ら
な
る
減
速
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
東
レ
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
先
立
つ
08
年
８
月
に
、
Ｎ

Ｔ
21（
前
章
に
記
述
）で
の
経
験
を
踏
ま
え
て「
全
社
総
合
対
策
」を
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
原
料
価

格
上
昇
に
対
す
る
価
格
転
嫁
や
高
付
加
価
値
品
へ
の
転
換
促
進
、
生
産
自
助
努
力
の
積
み
上
げ
に
よ

る
増
益
確
保
、
徹
底
的
な
総
費
用
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
翌
９
月
に
発
生
し
た
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
事
業
環
境
の
悪
化
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
た
め
、
08
年
12
月
に
「
全
社
総

合
対
策
」を
第
2
段
階
に
移
行
さ
せ
、
設
備
投
資
や
研
究
・
開
発
投
資
な
ど
に
つ
い
て
も
、
思
い
切
っ

た
重
点
化
や
見
直
し
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
環
境
は
悪
化
の
度
を
深
め
、
最
終
需
要
の
冷
え
込
み
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
各
段
階
で
急
激
な
在
庫
調
整
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響
が
基
礎
素
材
産
業
に
大
き
く
波
及
し

た
。
東
レ
グ
ル
ー
プ
の
製
品
に
対
す
る
需
要
も
大
幅
に
落
ち
込
み
、
先
行
き
の
回
復
が
読
め
な
い
状

況
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
危
機
の
克
服
が
東
レ
グ
ル
ー
プ
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
東
レ
は
「
雇
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用
を
守
る
」こ
と
、「
安
全
・
防
災
・
環
境
保
全
」「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
」な
ど
の
基
本
原
則
を
堅
持
す
る
以

外
、一
切
聖
域
を
設
け
ず
に
思
い
切
っ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、09
年
２
月
に「
全
社
総
合
対
策
」

を
第
３
段
階
に
移
行
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
①
役
員
賞
与
ゼ
ロ
、
役
員
報
酬
削
減
、
②
期
末
配
当
の
減

額
、
③
あ
ら
ゆ
る
費
用
の
削
減
、
④「
本
部
労
使
不
況
克
服
委
員
会
」の
設
置
、
⑤
全
社
イ
ベ
ン
ト
の

休
止
な
ど
の
緊
急
対
策
を
実
行
し
た
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｔ–

２
０
１
０
で
設
定
し
た
数
値
目
標
は
凍
結

し
、
09
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
経
済
危
機
克
服
に
注
力
し
た
新
た
な
中
期
経
営
課
題
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｉ
Ｔ–

Ⅱ（
Ｉ
Ｔ–
Ⅱ
）」に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
極
め
て
厳
し
い
事
業
環
境
に
よ
り
、

東
レ
の
08
年
度
連
結
営
業
利
益
は
３
６
０
億
円
に
ま
で
落
ち
込
み
、
当
期
純
損
益
は
投
資
有
価
証
券

の
評
価
損
や
有
形
固
定
資
産
の
減
損
損
失
な
ど
も
あ
り
１
６
３
億
円
の
損
失
と
な
っ
た
。
四
半
期
別

に
見
て
み
る
と
、
第
４
四
半
期
は
71
億
円
の
営
業
赤
字
で
あ
っ
た
。

◉
Ｉ
Ｔ–

Ⅱ
に
よ
る
聖
域
な
き
改
革（
２
０
０
９・２
０
１
０
年
）

Ｉ
Ｔ–

Ⅱ
で
は
、
聖
域
な
き
改
革
に
よ
っ
て
、
今
後
２
年
間
は
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
経
済
危
機
の

克
服
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
①
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
、
②
徹
底
的
な「
売
り
抜
き
」に
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よ
る
収
益
極
大
化
、
③
事
業
環
境
の
構
造
変
化
に
対
応
し

た
事
業
体
制
の
最
適
化
、
④
設
備
投
資
の
圧
縮
と
運
転
資

本
の
削
減
、
⑤
将
来
の
成
長
に
向
け
た
事
業
構
造
改
革
の

推
進
、
の
５
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
を
推
進
す

る
た
め
に
、
３
つ
の
全
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

１
つ
目
は
「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
（
Ｔ
Ｃ
：

T
otal Cost Reduction

）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、09
・
10
年
度
の
２
年
間
で
、固
定
費
を
６
０
０
億
円
、

比
例
費
を
４
０
０
億
円
、
総
額
１
０
０
０
億
円
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
２
つ
目
は
「
事
業
体

制
革
新（
Ａ
Ｐ
Ｓ
：Action Program

 for Survival

）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、徹
底
的
に「
売
り
抜
き
」、

収
益
極
大
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
期
的
な
事
業
環
境
・
規
模
を
見
通
し
て
営
業
・
生
産
・
開
発
の
規

模
・
体
制
を
最
適
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
３
つ
目
は
「
成
長
戦
略
推
進
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
：Action Program

 
for Grow

th

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
地
球
規
模
で
経
済
成
長
の
制
約
要
因
と
な
る
「
環
境
」「
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
少
子
高
齢
化
」
に
対
し
て
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に

貢
献
す
る
」と
い
う
新
た
な
切
り
口
や
、「
巨
大
市
場
で
あ
る
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
の
成
長
を
取
り
込

中期経営課題「プロジェクト IT- Ⅱ」
パンフレット



107

第6章  新たな飛躍への挑戦  2007 〜 2016年

む
」と
い
う
視
点
か
ら
事
業
戦
略
を
推
進
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
合
計
１
０
２
０
億
円
の
費
用
削
減
を
実
施
し
、
合
計
で
目

標
を
達
成
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
適
切
な
価
格
戦
略
に
基
づ
く「
売
り
抜
き
」に
よ
る

販
売
量
の
拡
大
と
ス
プ
レ
ッ
ド
改
善
を
実
現
し
、
売
上
総
利
益
を
、
08
年
度
第
４
四
半
期
を
底
に
順

調
に
拡
大
さ
せ
た
。
ま
た
、
液
晶
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
な
ど
に
お
け
る
生
産
規
模
・
拠
点
の
最

適
化
を
図
っ
た
。

BSF事業の合弁会社設立基本合意書調印式
（2009年11月）

Ａ
Ｐ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
Ｍ
＆
Ａ
や
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
に
よ
る
事
業
拡
大
の
進
展
が
あ
っ
た
。

◦�

情
報
通
信
材
料
・
機
器
事
業
に
お
い
て
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル

グ
ル
ー
プ
の
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油（
現
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

が
展
開
し
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用
バ
ッ
テ
リ
ー
セ
パ

レ
ー
タ
フ
ィ
ル
ム（
Ｂ
Ｓ
Ｆ
）事
業
に
出
資
し
、
10
年
１
月
に
東

レ
東
燃
機
能
膜
合
同
会
社
を
設
立

◦�

炭
素
繊
維
複
合
材
料
事
業
に
お
い
て
、
10
年
４
月
に
ド
イ
ツ
の
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ダ
イ
ム
ラ
ー
社
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
自
動
車
部
品
に
関
す
る
共
同
開
発
契
約
を
締
結
、
10
年
５
月
に
欧

州
の
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ（European A

eronautic D
efence and Space

）（
現
エ
ア
バ
ス
）社
と
、
エ

ア
バ
ス
向
け
炭
素
繊
維
プ
リ
プ
レ
グ
に
関
す
る
長
期
供
給
基
本
契
約
を
締
結

◦�
中
国
に
お
い
て
、
09
年
７
月
に
中
国
化
工
集
団
社
の
中
核
的
企
業
集
団
で
あ
る
中
国
藍
星
（
集

TBMC社起工式（2009 年8月）

団
）
社
と
の
合
弁
で
、
水
処
理
膜
製
品
の
製
造
販
売
会
社
、
藍
星

東
麗
膜
科
技
（
北
京
）（
Ｔ
Ｂ
Ｍ
Ｃ
）
社
を
北
京
市
に
設
立
。
同
年

同
月
、
東
レ
・
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
と
中
国
石
油
化
工
集
団（
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
社
傘
下
の
中
国
石
化
集
団
資
産
経
営
管
理
社
と
の

合
弁
で
、
ジ
メ
チ
ル
ス
ル
ホ
キ
シ
ド（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
Ｏ
）の
製
造
販
売
会

社
、
滄
州
東
麗
精
細
化
工（
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）社
を
河
北
省
滄
州
市
に
設

立
。ま
た
、08
年
３
月
に
操
業
を
開
始
し
た
東
麗
高
新
聚
化（
南
通
）

（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
）社
で
衛
生
材
料
用
高
機
能
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
長
繊
維
不

織
布（
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
）の
２
号
機
を
増
設

ま
た
、
全
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
基
本
方
針
の
④
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「
設
備
投
資
の
圧
縮
と
運
転
資
本
の
削
減
」に
も

徹
底
的
に
取
り
組
み
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
大
き
く
改
善
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
09
年
度
の
東

レ
連
結
業
績
は
、
当
期
純
損
益
が
固
定
資
産
の

減
損
損
失
な
ど
に
よ
り
２
期
連
続
の
大
幅
損
失

を
記
録
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
当
初
計
画
を

上
回
っ
て
着
地
し
、
10
年
度
に
は
、
売
上
高

１
兆
５
３
９
７
億
円
、
営
業
利
益
１
０
０
１
億
円
、
当
期
純
利
益
５
７
９
億
円
と
前
年
度
比
大
幅
増

収
増
益
を
果
た
し
た
。

◉
成
長
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
の
公
募
増
資

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
東
レ
グ
ル
ー
プ
の
業
績
は
08
・
09
年
度
に
大
幅
に
悪
化
し
、

財
務
体
質
の
指
標
で
あ
る
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ（
有
利
子
負
債
を
自
己
資
本
で
割
っ
た
指
標
）が
１
を
大
き

TPN社（中国）

TFCC社（中国）
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く
超
え
た
状
況
と
な
っ
た
。
今
後
、成
長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
・
地
域
で
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
早
期
に
財
務
の
健
全
性
を
回
復
し
て
、
時
機
を
逸
せ
ず
に
成
長
拡
大
投
資
が
実

施
で
き
る
体
質
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
東
レ
は
、
前
述
の
Ｂ
Ｓ
Ｆ
事

業
へ
の
参
入
資
金
を
中
心
と
し
た
成
長
拡
大
資
金
を
賄
う
目
的
で
、
10
年
６
月
に
公
募
増
資
に
よ
る

資
金
調
達
を
行
っ
た
。
資
金
調
達
額
は
１
０
１
９
億
円
で
、
資
本
金
、
資
本
剰
余
金
に
半
分
ず
つ
組

み
入
れ
た
結
果
、
東
レ
の
資
本
金
は
１
４
７
９
億
円
と
な
っ
た
。

中
期
経
営
課
題「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
」（
後
述
）で
は
、「
攻
め
」の
経
営
を
推
進

し
、
成
長
分
野
・
地
域
で
の
投
資
を
積
極
的
に
実
施
し
た
が
、
こ
の
増
資
に
よ
っ
て
確
立
し
た
安
定

し
た
財
務
体
質
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
投
資
を
可
能
と
し
、
東
レ
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
に

入
る
た
め
の
大
き
な
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
た
。

◉
新
経
営
体
制
へ
の
移
行

Ｉ
Ｔ–

Ⅱ
の
２
年
目
の
10
年
６
月
、
経
営
危
機
を
乗
り
切
り
成
長
戦
略
の
推
進
に
重
心
を
移
す
道

筋
を
付
け
た
こ
と
か
ら
、
社
長
が
榊
原
定
征
か
ら
副
社
長
で
あ
っ
た
日に
っ

覺か
く

昭あ
き

葊ひ
ろ

に
交
代
し
、
榊
原
が
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会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
、
日
覺
が
社
長
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
就
任
し
た
（
日
覺
社

長
は
、
翌
11
年
６
月
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
就
任
し
た
）。

社
長
の
日
覺
は
、「
す
べ
て
の
製
品
の
も
と
と
な
る
素
材
に
は
、

社
会
を
本
質
的
に
変
え
る
力
が
あ
る
」
と
し
、
そ
う
し
た
革
新
的

素
材
を
生
み
出
す
た
め
に
「
長
期
の
視
点
に
立
っ
て
研
究
開
発
を

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
現
場
主

義
に
徹
し
て
「
基
本
に
忠
実
に
、
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
」
と
い
う
強

い
意
志
を
持
ち
、「FO

R T
H

E CO
M

PA
N

Y

の
姿
勢
で
取
り
組
み
」、「
社
会
全
体
か
ら
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
企
業
集
団
を
目
指
す
」
と
い
う
経
営
の
考
え
方
を
繰
り
返
し
全
社
員
に
伝

え
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
し
た
。

◉
東
日
本
大
震
災
の
発
生

11
年
３
月
11
日
、最
大
震
度
７
の
強
い
揺
れ
と
国
内
観
測
史
上
最
大
の
津
波
に
よ
り
、東
北・関
東
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、こ
の
震
災
に
よ
り

日覺昭葊
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
被
災
し
、
放
射
性
物
質
が
漏
れ
出
す
深
刻
な
事
態
に
な
っ
た
。

東
レ
グ
ル
ー
プ
で
は
、幸
い
こ
の
震
災
に
よ
る
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
生
産
設
備
に
つ
い
て
は
、

東
レ
で
は
大
き
な
損
傷
は
な
か
っ
た
が
、
被
災
地
に
は
関
係
会
社
が
８
社
10
工
場
あ
り
、
設
備
や
建

屋
の
被
害
が
一
部
に
見
ら
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
は
被
害
の
範
囲
や
規
模
が
大
き
く
、
さ
ら
に
電
力
供
給
の
制
約
を
は
じ
め
と
す
る

二
次
的
な
影
響
な
ど
も
あ
り
、
日
本
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
甚
大

な
被
害
と
広
範
に
わ
た
る
影
響
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
経
済
は
11
年
７
～
９
月
期
に
は

震
災
前
の
水
準
に
ま
で
急
回
復
し
、
そ
の
後
も
12
年
に
か
け
て
復
興
関
連
需
要
を
背
景
に
緩
や
か
な

回
復
基
調
を
た
ど
っ
た
。

◉「
改
革
と
攻
め
の
経
営
」（
２
０
１
１
～
２
０
１
３
年
）

●
Ａ
Ｐ–

Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｙ 
２
０
２
０
と
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
の
策
定

東
レ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｉ
Ｔ–

Ⅱ
に
よ
っ
て
10
年
度
に
は
収
益
力
を
回
復
さ
せ
、
成
長
軌
道
に
復

帰
す
る
た
め
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
10
年
先
の
２
０
２
０
年
を
見
据
え
て
、
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東
レ
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
新
た
な
長

期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ａ
Ｐ–

Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｙ 

２
０
２
０（
ビ
ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
）」を
策
定
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
推
進
と
事
業
拡
大
を
車
の
両
輪
と
し
て
事
業
構
造
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
そ
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
、
11
年
４
月
か
ら
３
年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
中
期
経

営
課
題「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３（
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
）」を
策
定
し
、11
年
２
月
に「
ビ

ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
」と
と
も
に
公
表
し
た
。

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
で
は
、こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た「
改
革
」を
継
続
し
つ
つ
も
経
営
姿
勢
を「
攻

め
」
へ
と
転
じ
、
新
た
な
成
長
軌
道
へ
の
移
行
を
目
指
し
た
。
こ
の
基
本
思
想
に
基
づ
き
、
①
成
長

分
野
で
の
事
業
拡
大
、
②
成
長
国
・
地
域
で
の
事
業
拡
大
、
③
設
備
投
資
戦
略
、
④
Ｍ
＆
Ａ
・
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
戦
略
、
⑤
研
究
開
発
投
資
戦
略
、
⑥
人
材
育
成
・
確
保
、
⑦
競
争
力
強
化
、
⑧
事
業
構
造
改

革
の
継
続
推
進
、
の「
８
つ
の
基
本
戦
略
」を
設
定
し
て
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
う
ち
、
①
の
成
長
分
野
で
の
事
業
拡
大
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
す
地
球
環
境
問

中期経営課題「プロジェクトAP-G 
2013」パンフレット
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題
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
グ

リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
拡
大（
Ｇ
Ｒ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
置
し
て
推
進
し
た
。
ま
た
、
②

の
成
長
国
・
地
域
で
の
事
業
拡
大
で
は
、
今
後
大
き
な
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
や
そ
の
他

の
新
興
国
で
の
成
長
を
取
り
込
む
こ
と
を
目
指
し
、
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
ア
ジ
ア
・

新
興
国
事
業
拡
大（
Ａ
Ｅ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
置
し
た
。
③
の
設
備
投
資
戦
略
で
は
、
３
年
間
で

３
５
０
０
億
円
規
模
の
設
備
投
資
を
計
画
し
、
３
分
の
２
を
成
長
拡
大
投
資
に
充
て
、
そ
の
60
％

を
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、
３
５
０
０
億
円
の
２
分
の
１
を
ア
ジ
ア
地
域
に
配
分
す

る
こ
と
と
し
た
。
⑤
の
研
究
開
発
投
資
戦
略
で
は
、
３
年
間
で
１
６
０
０
億
円
規
模
の
研
究
開
発

費
を
投
入
し
、
こ
の
う
ち
50
％
を
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
研
究
・
開
発
に
投
入
す
る
計

画
と
し
た
。
⑦
の
競
争
力
強
化
で
は
、
Ｉ
Ｔ–

Ⅱ
で
推
進
し
た
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
承
し
、
全

社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
競
争
力
強
化（
Ｔ
Ｃ–

Ⅱ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立

ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
収
益
拡
大
効
果
を
織
り
込
み
、
13
年
度
の
営
業
利
益
目
標
と
し
て

１
５
０
０
億
円
を
掲
げ
た
。
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●�

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
に
お
け
る
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と 

業
績
の
推
移

Ｇ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
事
業
に
お
い
て
、
炭

素
繊
維
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
能
力
を
年
産
６
０
０
０
ト
ン
増
強
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
で
年
産
２
万
７
１
０
０
ト
ン
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
12
年

３
月
に
決
定
し
、
14
年
か
ら
15
年
に
か
け
て
順
次
立
ち
上
げ
た
。
13
年
４

月
に
は
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
設
計
・
製
作
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
童

夢
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
そ
の
製
造
部
門
に
当
た
る
童
夢
カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク

の
全
株
式
と
、
タ
イ
の
生
産
子
会
社
の
株
式
75
％
を
取
得
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
東
レ
・
カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
（
Ｔ
Ｃ
Ｍ
社
）
と
Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｈ
社
と
し
て
発
足

さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
の
ラ
ー
ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｚ

ｏ
ｌ
ｔ
ｅ
ｋ
社
を
買
収
し
、
14
年
２
月
に
子
会
社
化
し
て
、
風
力
発
電
用

途
や
自
動
車
構
造
体
用
途
な
ど
へ
の
事
業
展
開
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、

電
池
用
部
材
事
業
に
お
い
て
、
12
年
１
月
に
東
レ
東
燃
機
能
膜
合
同
会
社

TTCE社水なし平版新工場開業式（2014年1月） Zoltek社メキシコ工場
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を
１
０
０
％
子
会
社
化
し
て
東
レ
バ
ッ
テ
リ
ー
セ
パ
レ
ー
タ
フ
ィ
ル
ム（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
Ｆ
社
）を
設
立
し

（
17
年
４
月
に
東
レ
は
同
社
を
吸
収
合
併
し
た
）、
印
刷
用
版
材
事
業
で
は
、
チ
ェ
コ
の
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｅ
社

に
水
な
し
平
版
の
生
産
工
場
を
新
設
し
、
13
年
11
月
に
生
産
を
開
始
し
た
。

Ａ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
成
長
地
域
で
次
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
。

◦�

中
国
に
お
い
て
、
①
人
工
透
析
機
器
生
産
開
始
（
12
年
５
月
）、
人
工
腎
臓
新
工
場
建
設
決
定
・

人工透析機器・人工腎臓の生産・販売を行う東麗医療科技
（青島）（TMQ）社（中国）

公
表（
12
年
１
月
、
生
産
開
始
は
14
年
４
月
）、
②
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン

ボ
ン
ド
３
号
機
増
設（
12
年
８
月
）、
③
成
都
市
で
の
樹
脂
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
生
産
開
始（
13
年
８
月
）

◦�

韓
国
に
お
い
て
、
①
繊
維
・
水
処
理
製
品
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ウ
ン
ジ
ン
ケ
ミ
カ
ル
社
の
株
式
取
得
・
連
結
子
会
化（
14
年

２
月
、
同
年
４
月
に
Ｔ
Ｃ
Ｋ
社
に
社
名
変
更
）、
②
ポ
リ
フ
ェ

ニ
レ
ン
サ
ル
フ
ァ
イ
ド
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
樹
脂
新
工
場
建
設
決
定
・
公

表
（
13
年
10
月
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
生
産
開
始
は
15
年
10
月
、
Ｐ

Ｐ
Ｓ
樹
脂
生
産
開
始
は
16
年
４
月
）、
③
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
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池
用
Ｂ
Ｓ
Ｆ
増
設（
12
年
）

◦�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
生
産
開
始
（
13
年
６

月
）、
樹
脂
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
生
産
開
始（
13
年
11
月
）

◦�

タ
イ
で
の
自
動
車
エ
ア
バ
ッ
グ
用
繊
維
生
産
設
備
増
強
決
定
・

公
表（
13
年
４
月
、
生
産
開
始
は
14
年
12
月
）

◦�

さ
ら
に
、
①
イ
ン
ド
事
務
所
設
立（
11
年
９
月
）、
②
ブ
ラ
ジ
ル

拠
点
拡
充
（
12
年
11
月
）、
③
ト
ル
コ
で
の
東
レ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
事
務
所
開
設（
12
年
７
月
）

Ｔ
Ｃ–

Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
11
～
13
年
度
の
３
年
間
合
計
で

TAK社群山PPS樹脂新工場の竣工式（2016年7月）

７
５
７
億
円
の
比
例
費
削
減
を
行
い
、
固
定
費
に
つ
い
て
は
、
固
定
費
の
増
加
率
÷
限
界
利
益
の
増

加
率
を
Ｐ（Perform

ance

）値
と
定
義
し
て
、
こ
れ
を
１
以
下
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
固
定
費
の
適
正
管
理
を
実
施
し
、
と
も
に
目
標
を
達
成
し
た
。

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
の
１
年
目
の
11
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
多
大
な
影
響
を
受
け
て
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
国
内
経
済
は
急
回
復
し
総
じ
て
堅
調
な
事
業
環
境
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
連
結
営
業
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利
益
は
過
去
最
高
の
１
０
７
７
億
円
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
半
期
別
に
み
る
と
、
下
期
は
上
期
比

で
大
き
く
減
益
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
年
度
後
半
か
ら
の
世
界
経
済
の
減
速
や
11
年
後
半
に
発

生
し
た
タ
イ
の
大
洪
水
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
２
年
目
と
な
る
12
年
度
は
、
国
内
外
と
も

厳
し
い
経
済
環
境
と
な
り
、
こ
れ
に
加
え
、
タ
イ
の
洪
水
や
薄
型
テ
レ
ビ
市
場
の
低
迷
な
ど
が
東
レ

グ
ル
ー
プ
の
連
結
業
績
に
影
響
を
与
え
、
各
利
益
と
も
前
年
度
比
減
益
と
な
っ
た
。
13
年
度
に
な
る

と
、
世
界
経
済
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
経
済
の
減
速
が
続
い
た
が
、
米
国
・
欧
州
経
済

は
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
た
ど
っ
た
。
国
内
経
済
は
、
12
年
12
月
に
誕
生
し
た
第
二
次
安
倍
晋
三
政

権
の
経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」に
よ
り
、
為
替
や
株
価
な
ど
の
市
場
環
境
が
好
転
し
て
明
る
い
兆

し
も
見
え
始
め
、
緩
や
か
な
が
ら
回
復
に
向
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
東
レ
グ
ル
ー
プ
は
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
の
仕
上
げ
の
年
と
し
て
各
課
題
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
13
年
度
の
売
上
高
は
１
兆
８
３
７
８
億
円
、
営
業
利
益
は
１
０
５
３
億
円
、
当
期
純
利

益
は
５
９
６
億
円
と
前
年
度
比
増
収
増
益
を
達
成
し
た
。
売
上
高
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
営
業
利

益
と
当
期
純
利
益
は
過
去
２
番
目
の
水
準
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
の
営
業
利
益

の
目
標
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
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◉
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行（
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
）

●
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
策
定
と
日
次
管
理
に
よ
る「
攻
め
の
経
営
活
動
」

14
年
２
月
、
東
レ
は
「
ビ
ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
」
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
14
年
４
月
か
ら
３
年

間
を
推
進
期
間
と
す
る
新
た
な
中
期
経
営
課
題
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
（
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
）」
を
公
表
し
た
。
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
で
は
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
の
基
本
戦
略
を
ベ
ー

ス
に
、
①
成
長
分
野
で
の
事
業
拡
大
、
②
成
長
国
・
地
域
で
の
事
業
拡
大
、
③
競
争
力
強
化
、
④
営

業
力
強
化
、
⑤
研
究
・
技
術
開
発
戦
略
、
知
的
財
産
戦
略
、
⑥
設
備
投
資
戦
略
、
⑦
Ｍ
＆
Ａ
・
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
戦
略
、
⑧
人
材
戦
略
、
と
い
う「
８
つ
の
基
本
戦
略
」を
設
定
し
て
、
こ
れ
に
新
た
な
視
点
を

追
加
し
て
取
り
組
ん
だ
。

①
の
成
長
分
野
で
の
事
業
拡
大
で
は
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
で
推
進
し
た
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
拡
大（
Ｇ
Ｒ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
加
え
て
、「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
拡
大（
Ｌ

Ｉ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
新
た
に
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
設
置
し
た
。
Ｌ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
医
療
の
質
の
向
上
、
医
療
現
場
の
負
担
軽
減
、
健
康
・
長
寿
に
貢
献
す
る
事
業
を
ラ
イ
フ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
位
置
付
け
、
先
端
材
料
、
コ
ア
技
術
・
要
素
技
術
、
事
業
基
盤
を
活
用
し
て
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展
開
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
②
の
成
長
国
・
地
域
で
の
事
業
拡
大
で
は
、
新
た
に「
米
州
事
業
拡

大
」を
追
加
し
、「
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
新
興
国
事
業
拡
大（
Ａ
Ｅ–

Ⅱ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
推
進

し
た
。③
の
競
争
力
強
化
で
は
、新
た
に「
生
産
プ
ロ
セ
ス
革
新
」と「
営
業
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」

と
い
う
視
点
を
盛
り
込
ん
で
、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
競
争
力
強
化（
Ｔ
Ｃ–

Ⅲ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し

て
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
⑤
の
研
究
・
技
術
開
発
戦
略
、
知
的
財
産
戦
略
で
は
、
14
年
度
以
降
の
３

年
間
で
１
８
０
０
億
円
規
模
の
研
究
・
技
術
開
発
費
を
投
入
し
、
う
ち
50
％
を「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」分
野
に
、
20
％
を「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」分
野
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
⑥
の
設

備
投
資
戦
略
で
は
、
14
年
度
以
降
の
３
年
間
で
４
０
０
０
億
円
規
模
の
設
備
投
資
を
計
画
し
、
総
額

の
約
60
％
を
成
長
分
野
に
、
ま
た
、
地
域
別
に
は
総
額
の
約
60
％
を
ア
ジ
ア
・
新
興
国
と
米
州
に
配

分
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
以
上
の
成
果
と
し
て
、
16
年
度
の
営
業
利
益
目
標
を
１
８
０
０
億

円
と
し
た
。

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
東
レ
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
取
り
組
み
と
し
て
「
日

次
管
理
に
よ
る『
攻
め
の
経
営
活
動
』（Proactive M

anagem
ent Program

：
Ｐ
Ｍ
Ｐ
活
動
）」を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
で
は
営
業
利
益
が
目
標
未
達
と
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
と
し
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て
、
市
場
環
境
変
化
な
ど
の
外
部
要
因
の
ほ
か
に
、
高
付
加
価
値
品
の
拡
販
や
新
製
品
の
開
発
な
ど
、

自
ら
設
定
し
た
課
題
が
計
画
ど
お
り
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
内
部
要
因
も
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

東
レ
は
、
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｐ
Ａ
Ｂ
社
や
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
社
が
、
過
去
に
外
部
・

内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
業
績
が
悪
化
し
た
折
に
、
抜
本
的
な
改
革
を
実
践
し
、
業
績
を
大
幅
に

改
善
さ
せ
た
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
し
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｐ
活
動
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｐ
活
動
は
、
生

産
・
販
売
の
重
要
指
標
お
よ
び
経
営
指
標
を
、
よ
り
高
い
精
度
で
日
次
把
握
し
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、日
々
利
益
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
企
業
文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
活
動
で
あ
る
。

●
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
に
お
け
る
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

Ｇ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
事
業
に
お
い
て
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
と
の
間
で
、

新
型
機
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
Ｘ
（
７
７
７
Ｘ
）
の
主
翼
材
料
と
し
て
炭
素
繊
維
プ
リ
プ
レ
グ
を
供
給

す
る
こ
と
に
基
本
合
意
し
、
14
年
11
月
に
覚
書
を
締
結
、
翌
15
年
10
月
に
、
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７

（
７
８
７
）向
け
炭
素
繊
維
複
合
材
料
の
供
給
契
約
に
７
７
７
Ｘ
を
加
え
た
包
括
的
長
期
供
給
契
約
を

締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
後
の
７
８
７
、７
７
７
Ｘ
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
供
給
総
額
は
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１
１
０
億
ド
ル
（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
１
・
３
兆
円
）
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
14
年

12
月
発
売
の
ト
ヨ
タ
の
燃
料
電
池
自
動
車
「M

IRA
I

」、
16
年
３
月
発
売
の
ホ
ン
ダ
の
燃
料
電
池
自

動
車
「CLA

RIT
Y

 FU
EL CELL

」
に
東
レ
の
炭
素
繊
維
材
料
が
採
用
さ
れ
、
供
給
を
開
始
し
た
。

13
年
４
月
に
買
収
し
た
Ｔ
Ｃ
Ｍ
社
と
Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｈ
社
は
、東
レ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
以
降
、設
計
・
試
作
・

量
産
依
頼
が
急
増
し
た
た
め
、
Ｔ
Ｃ
Ｍ
社
は
14
年
12
月
に
建
屋
を
新
築
し
て
試
作
・
少
量
生
産
機
能

を
拡
充
し
、
Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｈ
社
で
は
成
形
か
ら
塗
装
ま
で
の
一
貫
量
産
新

工
場
を
建
設
し
、
16
年
２
月
に
竣
工
し
た
。
欧
州
に
お
い
て
は
、
15

年
１
月
と
９
月
に
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
炭
素
繊
維
織
物
、
同
プ
リ
プ
レ

グ
の
生
産
・
販
売
拠
点
を
イ
タ
リ
ア
に
確
保
し
、
炭
素
繊
維
複
合
材

料
の
欧
州
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
た
。
14
年
２
月
に
買

収
し
た
Ｚ
ｏ
ｌ
ｔ
ｅ
ｋ
社
で
は
、
16
年
４
月
に
同
社
メ
キ
シ
コ
工
場

の
ラ
ー
ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
の
生
産
能
力
を
年
産
５
０
０
０
ト
ン
に
倍

増
し
、
さ
ら
に
17
年
末
に
年
産
１
万
ト
ン
強
に
倍
増
す
る
計
画
を
17

年
２
月
に
公
表
し
た
。
電
池
用
部
材
事
業
に
お
い
て
は
、
リ
チ
ウ
ム

ボーイング777X への炭素繊維プリプレグの供給に関
するボーイング社との共同会見（2014年11月）
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イ
オ
ン
電
池
用
Ｂ
Ｓ
Ｆ
に
つ
い
て
、
日
本
、
韓
国
で
積
極
的
に
設
備
増
強
を
行
う
と
と
も
に
、
15
年

８
月
に
は
韓
国
で
Ｌ
Ｇ
化
学
社
よ
り
Ｂ
Ｓ
Ｆ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
設
備
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
ド

イ
ツ
で
燃
料
電
池
や
水
電
解
装
置
の
部
材
の
開
発
・
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
会
社
を
買
収
し
、
15

年
７
月
に
Ｇ
Ｎ
Ｔ
社
と
し
て
発
足
さ
せ
た
。

Ｌ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、着
る
だ
け
で
生
体
情
報
を
連
続
計
測
で
き
る
機
能
素
材〝
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｅ
〟

に
つ
い
て
、
14
年
度
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支
援
サ
ー
ビ
ス
用
途
で
展
開
を
始
め
、
16
年
８
月
に
作
業
者

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
用
途
、
16
年
９
月
に
は
医
療
用
途
で
の
展
開
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン

ボ
ン
ド
に
つ
い
て
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
で
の
増
設
を
行
い
、
さ
ら
に
、
東
レ
の
滋
賀
事

業
場
に
開
発
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
17
年
３
月
に

公
表
し
た
。
医
薬
・
医
療
事
業
に
お
い
て
は
、
15
年
11
月
に
発

作
性
心
房
細
動
治
療
用
カ
テ
ー
テ
ル
・
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
製
造
販
売
承
認
を
取
得
し
、
17
年
２
月
に
は
が
ん
治
療

薬
の
米
国
で
の
臨
床
試
験
開
始
の
承
認
を
取
得
す
る
な
ど
、
今

後
の
拡
大
に
向
け
て
成
果
が
あ
っ
た
。

“hitoe”を使用したウエア
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Ａ
Ｅ–

Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
新
増
設
に
よ
っ
て
、
成
長
地
域
で
の
事
業
拡
大
の

た
め
の
拠
点
設
置
・
拡
充
を
進
め
た
。

◦�
中
国
で
の
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
４
号
機
増
設（
14
年
12
月
）、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
向
け
水
処
理
膜
事
業
の
合

弁
会
社
設
立（
16
年
６
月
）

◦�

韓
国
で
の
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
６
号
機
増
設
決
定
・
公
表（
16
年
６
月
、
18
年
生
産
開
始
予
定
）

◦�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
２
号
機
増
設（
16
年
９
月
）

インドTKAT社自動車エアバッグ用基布新工場
開所式（2017年2月）

◦�

米
国
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
新
規
事
業
用
地
で
の
、
プ
リ

カ
ー
サ
・
炭
素
繊
維
・
プ
リ
プ
レ
グ
一
貫
生
産
設
備
新
設
決

定
・
公
表（
15
年
11
月
、
18
年
以
降
需
要
拡
大
に
合
わ
せ
て
順

次
生
産
開
始
予
定
）

◦�
メ
キ
シ
コ
で
の
①
樹
脂
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
生
産
開
始
（
15
年
２

月
）、
②
ラ
ー
ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
設
備
増
強
（
16
年
４
月
）
と

さ
ら
な
る
増
強
決
定
・
公
表（
17
年
２
月
、
17
年
末
生
産
開
始

予
定
）、
お
よ
び
③
自
動
車
エ
ア
バ
ッ
グ
用
原
糸
・
基
布
一
貫
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工
場
新
設
決
定
・
公
表（
16
年
７
月
、
18
年
生
産
開
始
予
定
）

◦�

イ
ン
ド
で
の
自
動
車
エ
ア
バ
ッ
グ
用
基
布
生
産
開
始
（
16
年

10
月
）

◦�

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
Ｒ
Ｏ
膜
エ
レ
メ
ン
ト
生
産
開
始
（
15

年
４
月
）

Ｔ
Ｃ–

Ⅲ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
14
～
16
年
の
３
年
間
で

比
例
費
・
固
定
費
合
計
で
１
９
４
９
億
円
を
削
減
し
、
目
標

（
２
０
０
０
億
円
削
減
）を
ほ
ぼ
達
成
し
た
。

●
売
上
高
２
兆
円
突
破
で
、
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
に
取
り
組
ん
だ
14
～
16
年
度
の
３
年
間
は
、
世
界
経
済
は
緩
や
か
な
拡
大
基

調
を
た
ど
り
、
総
じ
て
堅
調
に
推
移
し
た
。
日
本
経
済
は
、
14
年
４
月
に
実
施
し
た
５
％
か
ら
８
％

へ
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
需
要
落
ち
込
み
が
予
想
以
上
に
長
引
い
た
が
、
14
年
秋
以
降
回
復
基
調
に

戻
り
、
そ
の
後
、
堅
調
な
輸
出
に
加
え
、
合
理
化
・
省
人
化
を
中
心
と
し
た
設
備
投
資
の
増
加
な
ど

サウジアラビアにおけるアブナヤン・ホールディング社
との水処理膜製品新会社設立調印式（2014年2月）
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を
受
け
て
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
事
業
環
境
の
中
で
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
１
年
目
、
２
年
目
の
東
レ
連
結
業
績
は
、

計
画
に
沿
っ
て
順
調
に
推
移
し
た
。
14
年
度
に
は
売
上
高
が
初
め
て
２
兆
円
を
突
破
、
各
利
益
と
も

過
去
最
高
を
更
新
し
、
営
業
利
益
は
１
２
３
５
億
円
と
な
っ
た
。
15
年
度
も
売
上
高
、
各
利
益
と
も

連
続
し
て
過
去
最
高
を
更
新
し
、
営
業
利
益
は
１
５
４
５
億
円
に
達
し
た
。
売
上
高
が
２
兆
円
を
突

破
し
、
営
業
利
益
が
１
２
０
０
億
円
台
か
ら
１
５
０
０
億
円
台
に
到
達
し
て
、
東
レ
グ
ル
ー
プ
は「
ビ

ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
」
で
掲
げ
た
20
年
近
傍
の
イ
メ
ー
ジ
（
売
上
高
３
兆
円
、
営
業
利
益
３
０
０
０
億

円
）
の
達
成
に
向
け
、
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
16
年
度
も
、
東
レ
グ
ル
ー
プ

は
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
最
終
年
度
と
し
て
、「
成
長
分
野
・
地
域
で
の
事
業
拡
大
」や「
競
争
力
強
化
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
円
が
主
要
通
貨
に
対
し
て
前
年
度
よ
り
も
円
高
の
水
準
で
推
移
し
た

た
め
、
海
外
子
会
社
の
円
換
算
売
上
高
・
利
益
が
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
結
果
、

16
年
度
の
連
結
業
績
は
、
売
上
高
２
兆
２
６
５
億
円
、
営
業
利
益
１
４
６
９
億
円
と
前
年
度
比
減
収

減
益
と
な
り
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
目
標
に
対
し
て
未
達
に
終
わ
っ
た
。
な
お
、
税
金
費
用
の
減

少
な
ど
で
当
期
純
利
益
は
前
年
度
比
増
益
の
９
９
４
億
円
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
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◉
内
部
統
制
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
、
子
会
社
を
含
め
た
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
規
律

整
備
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）の
強
化
の
必
要
性
が
国
内
外
で
強
く
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
14
年
に
会
社
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
15
年
５
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整

備
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
東
レ
グ
ル
ー
プ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
中
で
不
祥
事
リ
ス
ク
へ
の
対

処
策
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
課
題
へ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
16
年
度
よ
り
「
東
レ
グ
ル
ー
プ
内
部
統

制
自
己
点
検
・
相
互
点
検
制
度
」を
新
た
に
導
入
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
現
場
管
理
者
に
よ
る
統
制
、
本

社
な
ど
の
管
理
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
監
査
部
に
よ
る
内
部
監
査
に
加
え
、
こ
の
点
検

制
度
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
と
業
務
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
前
述
の
会
社
法
改
正
で
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
社
外
取
締
役
の
導
入

を
促
進
す
る
内
容
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
法
改
正
に
続
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、
15
年
６
月
１
日
に
上
場
企
業
に
対
し
て
適
用
が
開
始
さ
れ
た
。
東
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レ
グ
ル
ー
プ
は
、
草
創
期
よ
り「
社
会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
企
業
理
念
と
し
、「
高
い
倫
理
観
と
強
い

責
任
感
を
も
っ
て
公
正
に
行
動
し
、
経
営
の
透
明
性
を
維
持
し
て
社
会
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
」

こ
と
を
企
業
行
動
指
針
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備
・
強
化
を
行
っ
て
き
た
が
、
会
社
法
改
正

や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
制
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
14
年
６
月
に
社
外
取
締
役
を
導

入（
15
年
６
月
に
さ
ら
に
１
名
増
員
し
、
17
年
７
月
現
在
社
外
取
締
役
は
２
名
）、
15
年
12
月
に
は
ガ

バ
ナ
ン
ス
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
体
制
整
備
を
行
っ
た
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
全
般
を
審
議
す
る
取
締
役
会
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、
委
員
は
会
長
、

社
長
、
全
社
外
取
締
役
で
構
成
し
、
委
員
長
は
社
外
取
締
役
か
ら
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◉
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
業
績
推
移（
２
０
１
０
～
２
０
１
６
年
）

16
年
度
の
東
レ
の
連
結
業
績
は
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
・
２
０
１
６
に
よ
っ
て
「
攻
め
」
の
経
営

に
転
じ
る
前
の
10
年
度
と
の
対
比
で
、
売
上
高
は
４
８
６
８
億
円
、
32
％
の
増
収
、
営
業
利
益
は

４
６
８
億
円
、
47
％
の
増
益
と
な
っ
た
。
売
上
高
で
は
、
Ａ
Ｐ-

Ｇ
２
０
１
３
・
２
０
１
６
を
推
進

し
た
６
年
間
で
、
繊
維
は
２
７
２
０
億
円
、
47
％
の
増
収
、
構
成
比
は
10
年
度
の
38
％
か
ら
42
％
へ
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上
昇
し
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
も
９
４
６
億
円
、
１
４
１
％
の
増
収
で
、
構
成
比
は
４
％
か
ら
８
％

へ
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
情
報
通
信
材
料
・
機
器
は
76
億
円
の
減
収
、
構
成
比
は
10
年
度
の

17
％
か
ら
13
％
へ
下
落
し
た
。
ま
た
、
営
業
利
益
で
は
、
こ
の
６
年
間
で
繊
維
は
３
４
３
億
円
、
２

倍
強
の
増
益
、
構
成
比
は
28
％
か
ら
40
％
へ
上
昇
し
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
も
２
０
７
億
円
、
７
倍

強
の
増
益
と
な
り
、
構
成
比
は
３
％
か
ら
14
％
へ
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
情
報
通
信
材
料
・

機
器
は
１
１
７
億
円
の
減
益
、構
成
比
は
37
％
か
ら
18
％
へ
下
落
し
た
。
こ
う
し
た
業
績
推
移
か
ら
、

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
・
２
０
１
６
に
取
り
組
ん
だ
６
年
間
は
、
繊
維
事
業
と
炭
素
繊
維
複
合
材
料
事

業
が
情
報
通
信
材
料
・
機
器
事
業
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
拡
大
・
収
益
拡

大
を
け
ん
引
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

◉
持
続
的
成
長
へ
の
布
石
―
Ａ
Ｐ–
Ｇ 
２
０
１
９
の
策
定

17
年
２
月
、「
ビ
ジ
ョ
ン 

２
０
２
０
」の
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
中
期
経
営
課
題「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
９（
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
９
）」を
公
表
し
、
同
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
９
で
は「
３
つ
の
基
本
戦
略
」と「
５
つ
の
重
点
施
策
」を
設
定
し
た
。
基
本
戦
略
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の
１
番
目
は「
成
長
分
野
で
の
事
業
拡
大
」で
、
引
き
続
き「
Ｇ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
Ｌ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
す
る
。
基
本
戦
略
の
２
番
目
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

事
業
の
拡
大
・
高
度
化
」
で
、
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
の
Ａ
Ｅ–

Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
改
め
、
欧
州
を
含

む
海
外
事
業
全
体
を
対
象
に「
Ａ
Ｅ（A

sia, A
m

ericas, Europe, and Em
erging Regions

）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
基
本
戦
略
の
３
番
目
は「
競
争
力
強
化
」で
、「
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
競
争
力
強
化（
Ｔ
Ｃ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

５
つ
の
重
点
施
策
と
し
て
は
、「
新
事
業
創
出
」「
研
究
・
技
術
開
発
、
知
的
財
産
」「
設
備
投
資
」「
Ｍ

＆
Ａ
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」「
人
材
確
保
・
育
成
」を
設
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
研
究
・
技
術
開
発
、
知
的

財
産
で
は
、
３
年
間
に
２
２
０
０
億
円
の
研
究
開
発
費
を
投
入
し
、
そ
の
２
分
の
１
を
「
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
４
分
の
１
を
「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
関
連
に
充
当
す
る
計
画
と
し
た
。

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
で
５
０
０
０
億
円
規
模
の
投
資
を
行
い
、
そ
の
約
６
割
を
成
長
拡

大
分
野
に
、
地
域
別
で
は
約
６
割
を
海
外
に
配
分
す
る
計
画
と
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
年
度
で
あ
る

19
年
度
の
営
業
利
益
目
標
を
２
５
０
０
億
円
と
設
定
し
た
。



131

第6章  新たな飛躍への挑戦  2007 〜 2016年

◉
１
０
０
年
、
そ
し
て
２
０
０
年
企
業
へ

16
年
４
月
15
日
に
滋
賀
事
業
場
で
開
催
し
た
会
社
創
立
90
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
社
長
の
日

覺
は
挨
拶
の
中
で
、
東
レ
の
経
営
の
根
幹
を
な
す
研
究
・
技
術
開
発
へ
の
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
営
、
長
期
視
点
で
の
経
営
、
人
を
基
本
と
す
る
経
営
、
自
助
努
力
と
現
場
主
義
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
た
。

「
東
レ
グ
ル
ー
プ
は
、『
素
材
に
は
社
会
を
本
質
的
に
変
え
る
力
が

あ
る
』
と
標
榜
し
て
い
ま
す
。
素
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が

世
の
中
を
変
え
る
革
新
素
材
を
開
発
し
、（
中
略
）提
供
す
る
こ
と
で
、

社
会
に
貢
献
し
競
合
他
社
に
打
ち
勝
ち
、
勝
ち
抜
い
て
い
く
、
こ
れ

が
過
去
か
ら
連
綿
と
続
く
東
レ
の
経
営
の
考
え
方
で
す
。（
中
略
）
も

ち
ろ
ん
足
元
の
業
績
目
標
を
着
実
に
達
成
し
て
い
く
こ
と
は
必
須
で

す
が
、
短
期
の
株
価
変
動
の
み
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
中

長
期
な
視
点
で
企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
欧
米

流
が
決
し
て
悪
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

会社創立90周年記念式典（2016年4月15日）
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に
は
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
背
景
、
規
範
、
雇
用
慣
行
や
会
社
の
成
り
立
ち
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
本
質
を
正
し
く
理
解
せ
ず
に
時
流
に
押
し
流
さ
れ
て
表
面
的
な
業
績
を
評
価
す
る
よ
う
な
経
営
は

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
今
後
も
、
倫
理
観
の
高
い
日
本
的
経
営
の
良
さ
を
大
き
な
強
み

と
し
て
、『
時
流
に
迎
合
せ
ず
本
質
を
把
握
し
て
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
時
代
に
適
合
す
る
』こ

と
を
念
頭
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。（
中
略
）『
わ
た
し
た
ち
は
新
し
い
価

値
の
創
造
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
』
と
い
う
東
レ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
理
念
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
皆
様
に
実
現
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
東
レ
グ
ル
ー
プ
は
１
０
０
年
、
そ
し
て
２
０
０
年
へ
と

持
続
的
な
成
長
を
続
け
、
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。」

こ
れ
よ
り
以
降
の
第
７
・
８
章
で
は
、東
レ
グ
ル
ー
プ
が

誇
る
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
展
開
と
研
究
・
技
術
開
発
に
つ
い

て
記
述
す
る
。

東京国際フォーラムで開催した
「東レ先端材料展2016」
（2016年10月6日〜 8日）


